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基 本 理 念 

 

有限会社 新留産業リサイクルセンターは、廃棄物の収集運搬業・中間

処理業、解体工事業に関連する業務全般において、地球環境保全に貢

献する企業活動を展開します。 

 

環 境 経 営 方 針 
 

１．当社の活動、製品及びサービスに係わる環境影響を常に認識し、環境汚

染の予防を推進するとともに、環境マネジメント活動の継続的改善を

図ります。 

 

２．当社の活動、製品及びサービスに係わる環境関連の法的及びその他の

要求事項を遵守します。 

 

３．当社の活動、製品及びサービスに係わる環境影響のうち、以下の項目を

環境管理重点テーマとして取り組みます。 

（１）燃料の使用量削減 

（２）電力の使用量削減 

（３）分別作業によるリサイクル率の向上 

（４）地域貢献活動 

 

  これらについて環境経営目標・環境経営計画を定め、定期的に見直し 

を行い、継続的な改善に努めます。 

 

４．環境経営方針は全社員に周知するとともに、社外へ公表します。 

 

 

                 制定日 平成１８年１０月 １日 

                 改訂日 令和 5 年 ４月 １日 

 

             有限会社 新留産業リサイクルセンター 

             代表取締役 新留 律子 
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Ⅰ．登録事業所の概要 

１．事業所名及び代表者名 

有限会社 新留産業リサイクルセンター  代表取締役 新留 律子 

２．所在地（認証・登録の適用事業所） 

本社：〒 899-8606 鹿児島県曽於市末吉町深川７９７７－１ 

都城営業所：〒 885-0033 宮崎県都城市妻ヶ丘２７－１ 

※都城営業所は、社員不在で産業廃棄物等の保管施設も無く、連絡受付所として機能している。 

３．環境保全関係の責任者及び環境事務局連絡先 

環境管理責任者：新留 律子 

連絡先：ＴＥＬ ０９８６－７６－５３１９  ＦＡＸ ０９８６－７６－７４３０ 

E-mail niidomesangyou@biscuit.ocn.ne.jp 

４．事業内容（認証・登録の範囲） 

一般廃棄物収集運搬及び処分、産業廃棄物収集運搬及び処分（中間処理）、 

特別管理産業廃棄物収集運搬、解体工事業、鋸屑の製造販売・機械工具商 

５．法人設立  平成 15 年 8 月 

６．事業規模 

資本金 300 万円、従業員 6 名、売上高 42百万円（2022 年度：令和 3年 8 月～令和 4年 7 月） 

７．組織体制図 

 

 

 

 

 

 

 

８．事業許可の内容 

○ 廃棄物収集運搬及び処分業関係 

（１）一般廃棄物処理施設設置許可証（鹿児島県知事）指令環整第３７４号 

[許可年月日：平成 15年 11 月 25日][施設能力：2400ｍ３ 320ｔ/日] 

（２）一般廃棄物収集運搬業許可証（曽於市長）許可第 207 号 

[許可年月日：令和 4年 2 月 18日 許可有効期限：令和 6年 3月 31 日] 

（３）一般廃棄物処分業許可証（曽於市長）許可市第 202号 

[許可年月日：令和 3年 8 月 10日 許可有効期限：令和 5年 8月 12 日] 

【取扱う一般廃棄物の種類】 

草・葉・木の根・幹・枝・竹（産廃以外）・粗大ゴミ（木製品木製）・畳・紙くず・段ボ

ール・チラシ・新聞・雑誌・書類・本 

（４）産業廃棄物収集運搬業許可証 

（鹿児島県大隅地域振興局長）許可番号０４６０５１１００９２号 

[許可年月日：平成 31年 3 月 23日 許可有効期限：平成 36年 3月 22日] 

【事業の範囲】廃プラスチック類、ゴムくず、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び 

陶磁器くず、がれき類、紙くず、木くず、繊維くず 以上 8種類（特別管理産 

業廃棄物であるものを除く。）の収集及び運搬（積替え又は保管を除く。） 

 

新留律子 

（環境管理責任者） 

リサイクル工場 
（燃料チップ化） 

代表取締役 

新留律子 

総務部 解体工事部 都城営業所 
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（５）産業廃棄物処分業許可証（鹿児島県知事）許可番号０４６２５１１００９２号 

[許可年月日：平成 31年 3 月 23日 許可有効期限：平成 36年 3月 22日] 

【事業の範囲】中間処理（破砕） 

産業廃棄物の種類：紙くず、木くず、繊維くず 以上３種類 

（特別管理産業廃棄物であるものを除く。） 

（６）産業廃棄物収集運搬業許可証（宮崎県知事）許可番号 0４５０３１１００９２号 

[許可年月日：令和元年 5月 21 日 許可有効期限：令和 6 年 5 月 20 日] 

【事業の範囲】廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物を含む。）、ゴムくず、金属くず、 

ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず（石綿含有産業廃棄物を含む。）、 

がれき類（石綿含有産業廃棄物を含む。）、木くず、紙くず、繊維くず  

以上８種類でこれらのうち特別管理産業廃棄物であるものを除く。 

（積替え・保管の有無 なし） 

（７）特別管理産業廃棄物収集運搬業許可証 

（鹿児島県大隅地域振興局長）許可番号０４６５８１１００９２号 

[許可年月日：令和 4年 2 月 13日 許可有効期限：令和 9年 2月 12 日] 

【事業の範囲】廃石綿等 以上１種類の収集及び運搬（積替え又は保管を除く。） 

（８）特別管理産業廃棄物収集運搬業許可証（宮崎県知事）許可番号 0４５５３１１００９２号 

[許可年月日：令和 4年 5 月 30日 許可有効期限：令和 9年 5月 29 日] 

【事業の範囲】特別管理産業廃棄物の種類 

廃石綿等 以上１種類（積替え・保管の有無 なし） 

○ 解体業関係 

（１）解体工事業の登録通知 登録番号 鹿児島県知事（登－３）第１４６号 

[登録年月日：令和 3年 6 月 22日 

登録有効期限：令和 3 年 6 月 22日から令和 8 年 6 月 22日まで] 

（２）解体工事業の登録通知 登録番号 宮崎県知事(登－３)第５６号 

[登録年月日：令和 3年 5 月 18日 登録有効期限：令和 8年 5月 17 日まで] 

○ 機械工具商 鹿児島県公安委員会許可第９６１２１００４００７０号 

９．施設等の状況 

・破砕処理施設：一次破砕機能力 160ｔ/日、二次破砕機能力 160ｔ/日 

・収集・運搬車：10トン（アーム付１台）トラック 1台、10 トン箱車 1 台 

10 トンダンプ 2台、4トンダンプ 3 台、輸送車 1 台 

・その他施設：パワーショベル（0.7、0.45、0.3、0.2 ㌧） 4台、防火用自家消防車 1台 

・リサイクル保管・鋸屑製造・製品保管場所床面積：１５５７.８６ｍ２ 

10．処理実績：令和 4年度（令和 4 年 4 月～令和 5 年 3 月） 

収集・運搬量 2,390ｔ/年  中間処理量（資源化） 9,974ｔ/年 

11．廃棄物処分のフロー 

（１）産業廃棄物の中間処理（破砕） 種類：木屑・紙屑・繊維屑 

 

 

             建設木屑等 

             コンクリート殻 

             ガレキ類 

（２）一般廃棄物の収集・運搬及び処分は、平成 29 年度以降受け入れていません。 

家屋解体（自社） 

収集・運搬（自社） 

建設木・紙・繊維屑持込（受託） 自社中間処理 

（破砕→チップ化） 

中間処理業者（破壊→砕石）、又は 

最終処分業者（埋立） 

製紙会社売却 

バイオマス燃料 
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Ⅱ 主な環境負荷の実績 

※電力二酸化炭素排出係数：九州電力調整後排出係数令和元年度 0.371kg-CO2/kWh で算出 

  
Ⅲ ３ヵ年環境目標と令和 4年度実績 

令和 4年度は、電力及び燃料使用量削減が僅かに未達で、他は達成できました。 

 

※電力二酸化炭素排出係数：九州電力調整後排出係数令和元年度 0.371kg-CO2/kWh で算出 

 

 

 

 

項 目 単 位 
令和元年度 
Ｒ1.4～Ｒ2.3 

令和 2 年度 
Ｒ2.4～Ｒ3.3 

令和 3 年度 
Ｒ3.4～Ｒ4.3 

令和 4 年度 
Ｒ4.4～Ｒ5.3 

二酸化炭

素排出量 

電 力 

 ※ 

kWh 4,823 4,450 4,869 4,760 

kg-CO2 1,789 1,651 1,806 1,766 

燃 

料 

ガソリン ℓ 2,955 2,170 2,447 3,633 

軽油 ℓ 64,051 58,054 65,487 60,996 

A 重油 ℓ 30,913 26,123 28,159 34,714 

計 kg-CO2 255,881 225,607 251,014 259,875 

合 計 kg-CO2 257,670 227,258 252,820 261,641 

廃棄物収集運搬量 トン 969 2,152 10,264 2,390 

廃棄物中間処理量 

下段：内資源化量 
トン 

10,766 

10,766 

4,389 

4,389 

3,244 

3,244 

9,974 

9,974 

一般廃棄物排出量 ｋｇ 23.1     ― ― ― 

水使用量 ｍ３ 21    19 23 2０ 

項  目 単 位 

基準値 
 

令和 4年度 令和 5 年度 令和 6年度 

目標値 実績値 評 価 

○達成 

×未達 

目標値 目標値 

令和元年度 Ｒ4.4～Ｒ5.3 R5.4～R6.3 R6.4～R7.3 

二酸化

炭素排

出量削

減 

電力の

削減 

kg-CO2 

1,789 

 

1,736 

△3％ 

1,766 

△1.3％ × 

1,718 

△4％ 

1,700 

△5％ 

kWh 4,823 4,678 4,760 4,630 4,582 

燃料の

削減 
kg-CO2 

255,881 

 

248,205 

△3％ 

259,875 

＋1.6％ 
× 

245,646 

△4％ 

243,087 

△5％ 

合 計 kg-CO2 
257,670 

 

249,941 

△3％ 

261,641 

＋1.5％ 
× 

247,364 

△4％ 

244,787 

△5％ 

産業廃棄物のリ

サイクル率向上 
％ 100% 98%以上 100% ○ 98%以上 98%以上 

地域貢献活動 

(事務所周辺清掃) 
件 4 ４ 4 ○ 4 ４ 
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Ⅳ令和 4 年度環境活動の主要内容と評価及び次年度計画 

 

主要取り組み 評 価 次年度取組 

１．燃料の使用量を見直す。 

（１）エコドライブの徹底 

①アイドリングストップを実施する。 

②車間距離を守り、急発進、急加速、急停車をしない。 

③定期的に運搬車両、重機等の点検・整備を実施する。 

④過積載をしない。 

⑤エンジンの空ふかしをしない。 

⑥事前に現場を確認し、効率的作業を進める。 

以上①～⑥の項目を各車両の運転席から見える場所に表示する。 

（２）処理施設、重機等の効率的運転の徹底 

①定期的に重機等の点検・整備を実施する。 

②効率的作業の向上に努める。 

（３）今後の対策のためにも毎日運搬車輌の運行状態を記録する。 

（４）破砕機投入まえの目視分別の徹底。 

（５）トラックの配置に配慮して、移動回数を減らす。 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

継続 

２．電力は見直し再度目標値を立て直す。 

（１）エアコンの温度設定を夏 28℃以上、冬 20℃以下に設定する。 

（２）未使用時の電気製品のスイッチをこまめに切る。 

（３）夏は、窓を開け自然の風を取り入れる。 

（４）磁選機の検知件数を目視分別で減らす。 

（５）設備の非稼働時の OFF 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

〇 

 

 

継続 

 

 

継続 

3．環境教育、地域貢献活動に努める。 

（１）エコアクション 21 システムの知識アップや環境問題の意識アッ

プを図る。 

（２）事務所周辺の清掃を行う。 

（３）環境目標や対策等を事務所、各車両、重機等に添付する。 

（４）メルマガなどの掲示・回覧 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

継続 

 

新規 

4．廃棄物中間処理受託のリサイクル率を 98％以上とする。 

（１）自社発生埋め立て産業廃棄物の削減 

（２）分別の徹底 

（３）受付時の確認 

 

○ 

○ 

〇 

 

継続 

 

継続 

○：実施 △：実施不十分 ×：未実施 
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Ⅴ 環境関連法規制等の順守状況、法違反、訴訟等の有無 

（１）法的義務を受ける主な環境関連法規は次の通りです。 

法令・条例名 該当する設備・項目 要 求 事 項 

廃棄物処理法 

一般・産業廃棄物収集運

搬業 

一般・産業廃棄物中間処

理業 

①一般・産業廃棄物収集運搬・処分、特別管

理廃棄物収集運搬の産廃業許可更新・顧客

との委託契約や処分業者との委託契約 

②マニフェスト発行管理実績報告・収集運

搬・中間処理実績報告・車両収集運搬中

表示・積替保管表示管理、他 

建設リサイクル法 解体業 

解体工事業の知事許可更新（5年毎） 

80 ㎡以上の建築物解体の行政届出 

適正処理等資源の有効活用 

浄化槽法 合併浄化槽 定期保守点検・清掃・水質検査等 

他：消防法、家電・自動車・改正リサイクル法等による資源回収への義務があります 

 

（２）環境関連法規制等の順守状況を令和 5年 3月末に実施した結果、環境法規制等の逸脱はあり

ません。 

また、法的違反や訴訟、苦情はありません。（令和 5 年 5 月 29日現在） 

 

 Ⅵ令和 4 年度の代表者による全体評価と見直しの結果 

令和 5年 4月に全体の評価と見直しを行いました。 

電力・燃料使用量は目標を僅かに未達でした。産廃のリサイクル率は 100％、地域貢献の清掃活動も

目標を達成する事が出来ました。尚、環境経営方針の見直しは必要ないと判断します。 

具体的にはエアコンの稼働時間の短縮や輸送トラックの運行管理による効率運送、また解体工事での

環境配慮による作業等を行っています。 

令和 5年度は未達の電力、燃料削減により一層取組、目標達成に向け全員で取り組みます。 

今後も、従業員の意識・環境への関心力を高め、地域社会にまた環境にやさしい企業として努力して

いきたいと思います。 

以 上   


